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【一般質問内容】 
平成2６年 習志野市議会 第四回定例会 

平成２６年 習志野市議会 第四回定例会が、１１月２１日から１２月１９日まで開かれました。 
一般質問は、１２月３日に行いました。主な内容は、上記の通りです。習志野市ホームページ内 
（市議会 議会中継）においても動画配信をしております。 

１．正規職員の人員配置と仕事量について 
   定員適正化計画に職員の労働時間は、反映されているのか。また、業務分析との整合性を図る 
       べきと考えるが、定員をどのように考えているのか伺う。 

 

２．市議会での執行部の発言について 
   市議会において、通告制度を採用している習志野市では、事前に質問内容は、通告することが 
           ルールだ。そのルールにのっとり平成24年9月議会において現在未使用の旧市庁舎の最上階に 
           ある防災用行政無線の親局の移動について質問をし移動するという執行部からの回答があったが、 
           現在も移動していない。なぜか伺う。 

 

３．習志野市こどもセンター（鷺沼）について 
   耐震強度の問題等から現在閉鎖になっている敷地及び施設の今後の計画は、どのような計画を 
           もっているのか。また、今年度予算にあるこどもセンター改修・解体事業設計委料1千60万円は 
    どうなるのか伺う。 

◎第１０回「議会報告会」開催のお知らせ◎ 

議会報告会を通じ、みんなの声を市政に届け、地域における諸問題を少しでも改善して 
いきたいと考えております。今回の議会報告では、特別ゲスト 衆議院議員 小林 鷹之氏、 
県議会議員 佐藤正己氏をお迎えし、ミニ国政報告・県政報告をしていただきます。是非この 
機会に、ご友人・知人の方をお誘い合わせの上、ご参加いただけますようご案内申し上げます。 

★ご要望があれば、出張議会報告会も行います。お気軽に相原携帯までご連絡ください。 
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■所 属 会 派   環境みらい（平成２５年４月１日より環境都市習志野をめざし超党派で結成） 
■所属委員会 〇議会運営委員会 ○総務常任委員会（副委員長） ○農業委員会  
■特別委員会 〇一般会計予算特別委員会  

■本紙は再生紙を使用しております。■発行日：平成２７年１月１７日 

2月15日 日 

討議資料 

 こんにちは、相原です。毎日寒い日が続いており、インフルエンザが流行しております。
うがいや手洗いはこまめに行っていただき、健康に十分お気を付けください。 
昨年、習志野市制施行６０周年を迎え、本年は、戦後７０年、そして、阪神淡路大震災から 
２０年という大きな節目の年となりました。この節目には、過去の歴史を振り返り、 
そこから継承すべきものと、今後新たに取り組むべきものを見極めて未来につなげて 
いかなければならないと感じております。 
本年も、様々な観点から習志野市民の皆様の安心・安全そして住み心地の良い街づくり
のために尽力してまいります。 

１５ 

http://aihara1002.com/ 開催時間 

１4：4０より受付開始  

   １５：００～１７：００ 
会場：鷺沼集会所【根神社の下（社務所）】 

       特別ゲスト 
 
◎ミニ国政報告 

       衆議院議員 小林鷹之 氏 
◎ミニ県政報告 

       千葉県議会議員 佐藤正己 氏 
 
◎習志野市政報告 

       習志野市議会議員 相原和幸 
 主なテーマ 
 ■習志野市議会の動向 
 ■習志野市制施行６０周年から見えてくる将来への課題と展望 
 ■習志野市議会に求められる市民の声 
 ■質疑応答 などを予定しております。 

会場案内図 



正
規
職
員
の
人
員
配
置

と
仕
事
量
に
つ
い
て 

一
般
質
問 

「 

質
問 

」 

定
員
適
正
化
計
画
に
職
員
の

労
働
時
間
は
、
反
映
さ
れ
て

い
る
の
か
。
ま
た
、
業
務
分

析
と
の
整
合
性
を
図
る
べ
き

と
考
え
る
が
、
定
員
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
伺
う
。 

「 

回
答 

」 

第
３
次
定
員
適
正
化
計
画

は
、
前
期
基
本
計
画
の
計
画

期
間
で
あ
る
６
年
間
の
人
件

費
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
計

画
と
し
て
、
平
成
二
十
六
年

四
月
一
日
か
ら
平
成
三
十

二
年
四
月
一
日
ま
で
を
計

画
期
間
と
し
、
ス
タ
ー
ト
し

て
い
る
。 

本
計
画
の
策
定
に
お
い
て
は
、

第
二
次
計
画
の
実
績
、
平
成

二
十
四
年
度
に
実
施
し
た
業

務
分
析
結
果
、
類
似
団
体
と

の
職
員
数
の
比
較
及
び
本
市 

の
財
政
状
況
と
人
件
費
の

推
移
等
を
踏
ま
え
、
庁
内
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
に
お
い
て
、
検

討
を
重
ね
た
結
果
、
適
正
化

の
四
つ
の
手
法
。 

一
．
事
務
事
業
の
最
適
化
及

び
行
政
運
営
体
制
の
見
直

し
等
に
よ
る
業
務
の
効
率
化
、 

二
．
施
設
の
統
廃
合
及
び
民

営
化
、
民
間
活
力
の
導
入
、 

三
．
地
方
分
権
の
推
進
・国

の
制
度
改
革
へ
の
対
応
、 

四
．
社
会
状
況
変
化
へ
の
組

織
的
な
対
応
と
効
果
的
・重

点
的
な
職
員
配
置
な
ど
を
掲

げ
、
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

計
画
値
と
し
て
は
、
平
成
三

十
二
年
四
月
一
日
の
企
業

局
を
除
く
職
員
数
を
千
三

百
十
四
人
と
、
平
成
二
十
五

年
四
月
一
日
か
ら
九
人
の

減
と
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。 

ご
質
問
の
職
員
の
労
働
時

間
の
反
映
、
業
務
分
析
と
の

整
合
性
に
つ
い
て
は
、
平
成

二
十
四
年
度
に
実
施
し
た

業
務
分
析
に
お
い
て
、
約
五

九
人
の
職
員
が
不
足
と
の
結

果
が
出
て
い
る
。
但
し
、
現

状
の
業
務
の
あ
り
方
に
対
し
、 

年
間
業
務
量
の
変
動
や

個
々
の
職
員
に
よ
る
業
務

量
の
バ
ラ
つ
き
の
大
き
さ
な

ど
、
改
善
す
べ
き
課
題
が
指

摘
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
上
で
、

業
務
分
担
の
適
正
化
や
業

務
量
の
削
減
、
組
織
機
構
改

革
の
実
施
等
、
自
ら
の
改
善

の
取
組
み
に
よ
る
対
応
策
が

求
め
ら
れ
た
。 

こ
の
こ
と
か
ら
、
第
三
次
定

員
適
正
化
計
画
に
お
い
て
は
、

約
五
十
九
人
の
不
足
の
う

ち
、
半
数
相
当
に
つ
い
て
は
、

現
状
業
務
の
見
直
し
・改
善

及
び
組
織
機
構
改
革
の
実

行
等
に
よ
り
、
業
務
量
の
削

減
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
対

応
す
る
こ
と
と
し
、
残
り
半

数
相
当
に
つ
い
て
は
、
既
存

業
務
へ
の
更
な
る
民
間
活
力

導
入
の
推
進
を
図
る
こ
と

を
第
一
と
し
、
そ
の
上
で
、

必
要
な
増
員
を
図
る
も
の

と
し
て
い
る
。 

定
員
管
理
の
目
的
と
は
、
厳

し
い
財
政
状
況
の
中
、
常
に

人
件
費
と
そ
の
投
入
効
果

を
意
識
し
、
市
民
の
皆
様
の

負
担
の
増
加
を
抑
制
す
る 

こ
と
に
留
意
し
つ
つ
、
行
政

が
取
り
組
む
べ
き
様
々
な

課
題
に
つ
い
て
、
的
確
に
対

応
し
て
い
く
た
め
に
、
貴
重

な
人
材
を
活
か
し
、
「最
少

の
職
員
数
で
最
大
の
効
果

を
あ
げ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
」に
あ
る
。
私
は
、
去
る
十

一
月
四
日
に
、
平
成
二
十
七

年
度
予
算
編
成
作
業
に
併

せ
た
、
各
部
局
へ
の
定
員
配

当
に
お
い
て
、
次
の
こ
と
を

各
部
局
長
へ
指
示
し
た
。
す

な
わ
ち
、
習
志
野
市
が
将
来

に
わ
た
り
、
持
続
可
能
な
行

財
政
運
営
を
進
め
て
行
く

た
め
に
は
、
職
員
一
人
ひ
と

り
が
現
状
の
あ
ら
ゆ
る
事

務
の
効
率
化
、
業
務
の
外
部

化
な
ど
、
業
務
量
の
削
減
に

結
び
付
く
、
た
ゆ
ま
ぬ
業
務

改
善
と
自
ら
の
ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取
り

組
む
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で

あ
り
、
再
度
、
全
職
員
が
認

識
す
る
べ
し
、
と
い
う
こ
と

と
し
た
。
第
一
次
経
営
改
革

大
綱
実
行
計
画
に
記
載
さ

れ
て
い
る
経
営
改
善
・
・財
政

健
全
化
に
向
け
た
各
部
の
取 

組
項
目
を
確
実
且
つ
ス
ピ
ー

ド
感
を
も
っ
て
実
行
す
る
中

で
、
定
員
適
正
化
計
画
を
着

実
に
実
行
し
、
規
模
の
適
正

化
を
図
り
つ
つ
、
市
民
生
活

の
向
上
に
資
す
る
た
め
、
貴

重
な
人
材
を
最
大
限
に
生
か

す
組
織
運
営
を
図
っ
て
い
く
。 

「 

質
問 

」 

労
働
時
間
管
理
の
観
点
か 

ら
、
新
庁
舎
で
は
出
退
勤
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。 

「 

回
答 

」 

現
在
、
職
員
の
出
退
勤
管
理

は
、
所
属
長
等
の
管
理
職
が 

直
接
管
理
す
る
こ
と
と
し
て

い
る
。
年
次
休
暇
承
認
請
求

書
、
時
間
外
勤
務
命
令
簿
に

よ
り
責
任
を
持
っ
て
管
理
し

て
い
る
。
今
後
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド

等
を
利
用
し
、
部
外
者
の
不

正
侵
入
を
防
ぐ
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
機
能
と
併
せ
た
出
退
勤

管
理
も
可
能
な
こ
と
か
ら

新
庁
舎
建
設
に
併
せ
、
新
た

な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
シ
ス
テ
ム 

の
導
入
を
予
定
し
て
い
る
た

め
、
出
退
勤
シ
ス
テ
ム
の
導

入
に
関
し
て
も
、
新
庁
舎
等

建
設
本
部
と
協
議
し
て
い
く
。 

 

 

「 

質
問 

」 

市
議
会
に
お
い
て
、
通
告
制

度
を
採
用
し
て
い
る
習
志
野

市
で
は
、
事
前
に
質
問
内
容

は
、
通
告
す
る
こ
と
が
ル
ー

ル
だ
。
そ
の
ル
ー
ル
に
の
っ
と

り
平
成
二
十
四
年
九
月
議

会
に
お
い
て
現
在
未
使
用
の

旧
市
庁
舎
の
最
上
階
に
あ
る

防
災
用
行
政
無
線
の
親
局
の

移
動
に
つ
い
て
質
問
を
し
移

動
す
る
と
い
う
執
行
部
か
ら

の
回
答
が
あ
っ
た
が
、
現
在

も
移
動
し
て
い
な
い
。
な
ぜ

か
伺
う
。 

「 

回
答 

」 

東
日
本
大
震
災
を
受
け
、
平

成
二
十
四
年
十
月
の
旧
ク

レ
ス
ト
ホ
テ
ル
へ
の
庁
舎
移

転
に
合
わ
せ
て
、
防
災
行
政

無
線
の
親
局
を
消
防
庁
舎
へ

移
設
す
る
予
定
だ
っ
た
。 

し
か
し
、
そ
の
後
、
平
成
二

十
九
年
度
の
新
庁
舎
の
建
て

替
え
に
合
わ
せ
、
防
災
行
政

無
線
を
ア
ナ
ロ
グ
方
式
か
ら

デ
ジ
タ
ル
方
式
へ
切
り
替
え 

と
し
て
平
成
十
二
年
十
二

月
に
開
設
し
た
習
志
野
市
こ

ど
も
セ
ン
タ
ー
は
、
鷺
沼
地

区
の
方
だ
け
で
は
な
く
津
田

沼 

・ 

谷
津 

・ 

藤
崎
地
区
等
、

こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し

て
い
な
い
地
域
の
方
に
多
く

利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。 

平
成
二
十
四
年
度
実
績
で

は
、
こ
ど
も
園
こ
ど
も
セ
ン

タ
ー
や
、
き
ら
っ
子
ル
ー
ム

を
含
め
た
市
内
五
か
所
の

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
利

用
者
延
べ
八
万
八
千
三
百
八

十
七
名
の
約
三
六
％
を
占
め

る
三
万
二
千
百
七
十
二
人
の

方
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
乳
幼
児
期
は
、
保
護

者
、
子
ど
も
と
と
も
に
、
密

接
な
親
子
関
係
に
よ
り
愛

着
を
形
成
す
る
最
も
重
要

な
時
期
で
あ
り
、
生
涯
を
通

じ
た
心
身
の
健
康
の
基
盤
づ

く
り
と
な
る
限
ら
れ
た
期

間
で
も
あ
る
。
親
子
が
安
心

し
て
過
ご
せ
る
環
境
を
継

続
的
に
確
保
し
て
い
く
こ
と

は
非
常
に
重
要
で
あ
り
、
行

き
場
の
な
い
空
白
の
期
間
を

作
っ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と 

か
ら
、
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
の

再
開
に
つ
い
て
は
改
め
て
検

討
し
て
い
く
。 

「 

質
問 

」 

今
年
度
予
算
一
千
六
十
万
円

の
使
い
道
は
ど
う
な
る
の
か

伺
う
。 

「 

回
答 
」 

習
志
野
市
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

に
つ
い
て
は
、
今
後
施
設
を

設
置
す
る
方
向
で
準
備
を

す
す
め
て
い
る
。
一
方
、
今

年
度
当
初
予
算
で
予
定
し
て

い
た
改
修
・解
体
設
計
業
務

に
つ
い
て
は
、
そ
の
執
行
を

断
念
し
、
そ
の
後
新
た
に
、

解
体
工
事
設
計
事
業
に
変

更
し
よ
う
と
検
討
し
た
と
こ

ろ
、
本
事
業
を
実
施
す
る
に

あ
た
っ
て
は
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

的
に
今
年
度
中
に
事
業
を
完

了
さ
せ
る
こ
と
が
困
難
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
本
年
度
予
算

の
執
行
を
見
送
る
。 

 

第
四
回
習
志
野
市
議
会
終

了
後
、
今
年
度
予
算
が
、
閉

鎖
中
の
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
の

維
持
管
理
費
と
し
て
一
部
使

用
さ
れ
る
と
い
う
報
告
を
担

当
課
よ
り
受
け
た
。 

3 2 

「 

質
問 

」 

耐
震
強
度
の
問
題
等
か
ら

現
在
閉
鎖
に
な
っ
て
い
る
敷

地
及
び
施
設
の
今
後
の
計
画

は
、
ど
の
よ
う
な
計
画
を

も
っ
て
い
る
の
か
。 

「 

回
答 

」 

本
市
で
最
初
に
最
初
に
設
置

し
た
、
在
宅
の
子
育
て
家
庭

を
支
え
る
唯
一
の
単
独
施
設 

る
こ
と
を
視
野
に
入
れ
る
と

と
も
に
、
現
在
の
親
局
及
び

ア
ン
テ
ナ
の
寿
命
、
移
設
費

用
等
に
つ
い
て
、
総
合
的
に

再
検
討
し
、
防
災
行
政
無
線

の
親
局
は
、
新
庁
舎
の
建
て

替
え
に
合
わ
せ
、
デ
ジ
タ
ル

方
式
の
親
局
を
新
設
す
る

こ
と
と
し
た
。 

「 

質
問 

」 

防
災
行
政
無
線
は
、
地
震
等

の
有
事
の
際
に
情
報
を
市
民

に
伝
え
る
重
要
な
手
段
だ
と

思
う
。
仮
に
、
大
き
な
地
震

で
旧
市
庁
舎
に
あ
る
親
局
が

壊
れ
て
し
ま
い
機
能
し
な
く

な
っ
た
場
合
は
、
ど
の
よ
う

に
し
て
市
民
に
情
報
を
伝
え

る
の
か
伺
う
。 

「 

回
答 

」 

仮
に
、
旧
市
庁
舎
に
あ
る
親

局
が
機
能
し
な
く
な
っ
た
際

に
は
、
発
災
当
初
は
、
緊
急

情
報
サ
ー
ビ
ス
な
ら
し
の
な

ど
の
メ
ー
ル
シ
ス
テ
ム
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
等
の

他
、
二
十
四
台
あ
る
広
報
車

を
最
大
限
に
活
用
し
、
市
民

に
対
し
て
情
報
発
信
を
す
る
。

ま
た
、
避
難
所
が
開
設
し
た 

市
議
会
で
の
執
行
部
の

発
言
に
つ
い
て 

 

習
志
野
市
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー

（  

鷺
沼  

）に
つ
い
て 

以
降
は
、
比
較
的
災
害
に
強

い
Ｐ
Ｈ
Ｓ
を
加
え
て
、
情
報

を
避
難
所
に
伝
え
、
地
域
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
使
い
、
地

域
の
方
々
に
情
報
を
伝
え

た
い
と
考
え
て
い
る
。 

「 

要
望 

」 

今
回
の
よ
う
に
、
市
議
会
で

の
発
言
は
、
状
況
に
よ
っ
て

変
わ
る
場
合
に
は
、
し
っ
か

り
と
行
政
と
し
て
変
更
が
生

じ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に

ど
の
よ
う
な
理
由
で
変
更
し

た
の
か
説
明
し
て
い
た
だ
き

た
い
。 

 


